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令和５年度～ 授業時数特例校制度 

① イメージ 

授業時数特例校制度とは 

・義務教育段階において、学年ごとに定められた各教科等の授業時数について、総枠としての授業時数(学年 

ごとの年間の標準授業時数の総授業時数）は維持した上で、１割を上限として各教科(※1)の標準授業時数 

を下回った教育課程の編成を特例的に認める制度 

・下回ったことによって生じた授業時数を別の教科等の授業時数に上乗せすることで、教科等横断的な視点 

に立った資質・能力の育成(※2)や探究的な学習活動の充実に資する教育課程編成の一層の推進を図る。 

 (※1)音楽(中学校第２,３学年)、美術(中学校第２,３学年)、技術・家庭、特別の教科 道徳、外国語活動、総合的な学習の時間、特別 

    活動を除く。 

 (※2)学習の基盤となる資質・能力(言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等)の育成や、現代的な諸課題に対応して求められ 

る資質・能力の育成（伝統文化教育、主権者教育、健康教育、食育、安全教育の充実など）が考えられる。 

 

島本町 小学校１・２年生 

 

 

 

 

 

 

  

② 授業時数特例校制度指定前後の小中学校年間授業時数 
 

(小学校)                   (中学校) 

  

 

③ みづまろキッズプラン・３か年計画 

 

 

④ 期待される効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
もの(物質)やこと(現象)の性質や仕組みを感じ取り、自分

自身で考えたり他者に伝えたり話し合ったりするスキル

を学びます。 

 

１ 自己表現力(対話) 

  観て、聴いて、感じたことを自分らしく表現する力 

２ 課題探究力(自律) 

  自分なりにこだわりのある問いや願いをもち、粘り 

強く働きかけ続け、物事の本質を見きわめていく力 

3 社会参画力（尊重） 

多様な価値観をもつ他者と、共通の目的のために協働 

する力 かがく遊び 
 

アプローチカリキュラム 

 

指定を受けた特別の教育課程の概要 

みづまろキッズが育つための３つの力 

※指定前…令和４年度 指定後…令和５年度以降 
※学校教育法施行規則第51条の別表第１に定める小学校の標準総授
業時数は、第１学年で 850、第２学年で 910 である。 

 

20 時間減 


